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拡大する元素周期表 

113番元素 
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 「元素
げ ん そ

」と聞くと「スイヘーリーベー…」と元素周期表を原子番号順に覚えたのを思い

出すかもしれません。今回はこの元素のお話です。2015 年 12 月末に日本の理化学研究所

が「113 番元素」の命名権を獲得しました。これはヨーロッパ・アメリカ以外では初めて

のことです。他にも、115・117・118番の３つの元素に名前がつくことが決まりました。 

 

■元素とは 

 私たちの身のまわりの物質のもとになっているものが元

素です。物質を細かくしていくと「原子」という粒子にな

ります。原子は陽子・中性子からなる原子核
げんしかく

と、原子核を

とりまく電子からできています（図１）。陽子は＋
プラス

、電子

は －
マイナス

の電荷をもち、中性子は電荷をもちません。陽子と

電子は同じ数だけあり、原子全体は中性です。原子は陽子の数で化学的な性質が決まりま

す。陽子の数に対して順番に原子番号をつけ、並べたものが「元素周期表」です（図２）。

図 1 原子モデル 
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図 2 元素周期表 



たての並びを「族」、よこの並びを「周期」といいます。元素は物質を作る要素、原子は具

体的な原子核・電子まで考えた粒子のことです。今のところ、118 種類の元素が発見され

ています。 

 元素の組み合わせによって多様な物質ができ、自然界を作っています。元素の中で自然

界に安定に存在しているのは 92 番のウランまでです。93 番ネプツニウム以降は人間によ

って作られた元素です。原子番号の大きな元素はたくさんの陽子・中性子をもつ重たい元

素なので、ウランよりも重たい元素を超
ちょう

重
じゅう

元素と呼んでいます。 

 

■原子核をくっつける 

 超重元素はどのようにして作られるのでしょうか。理化学研究所は、亜鉛
あ え ん

（Zn：原子番

号 30）原子核を加速器で加速しビスマス（Bi：原子番号 83）の薄膜
はくまく

に当てる、という実験

を行いました。ただ原子核どうしをくっつける（陽子数 30＋83＝113）、というと簡単そう

ですが、亜鉛原子核の速さが遅いと、原子核の＋の電気どうしの反発によりくっつきませ

ん。また速すぎると、原子核は衝突しバラバラになってしまいます。亜鉛原子核を光の速

さの 10%にまで加速させて、見事ふたつの原子核をくっつけ、113 番元素の合成に成功し

たのです（図３）。 

 理化学研究所は 2004年に 113番元素の合成に成功しました。さらに実験を続け 2005年、

2012年にも合成しています。計３回の新

元素合成とその崩壊過程を確認し、命名

権獲得となりました。国際機関に認定さ

れるには、一度の合成だけでなく、地道

に証拠を積み重ねる必要があるのです。 

 

■新元素名の決め方 

 新元素の名前の決め方は国際機関によって、元素名は科学者の名前、神話や地名などか

らつけること、元素名の最後は「-ium」で終わること、などが決められています。例えば、

102 番ノーベリウム（科学者ノーベル）、95 番アメリシウム（アメリカ合衆国）などです。

元素の名前の由来を調べてみるのも楽しいですよ。今後、理化学研究所は国際機関に新元

素名を提示し、承認されれば元素周期表に 113番元素の名前が追加されます。 

 

■拡大する元素周期表 

 118 番までの元素が認定されて、元素周期表もすっきりとしたように見えるかもしれま

せんが、第８周期の元素はまだ発見されていないだけです。119 番以降の新元素の発見や

超重元素の化学的性質の解明など、未知の研究領域はたくさんあります。新元素発見によ

って今すぐ何かが変わるわけではないですが、私たちの自然界に対する理解が深まり、科

学の好奇心がくすぐられます。科学に対する日本の貢献を知ると、元素周期表を覚えるの

が楽しくなりますね。 

図 3  113番元素の合成 


